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農
業
と
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
の

進
行
、
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
、
気
候
変
動
の
常
態
化
、
資
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
、
構
造
的
か
つ
不
可
逆
的

な
変
化
の
局
面
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
改
正
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
の
施
行
を
受
け
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
、
環

境
と
の
調
和
、
生
産
性
向
上
と
持
続
可
能
性
の
両
立
が
、
地
域

農
業
と
Ｊ
Ａ
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
は
、
中
期
経
営
計
画
「
第
4
期
み
ら
い
ろ
プ
ラ

ン
（
令
和
7
～
9
年
度
）」
の
中
間
年
度
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

重
要
な
年
で
あ
り
、
初
年
度
に
着
手
し
た
各
施
策
を
検
証
し
、

成
果
創
出
に
向
け
て
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
最
終
年
度
を
見

据
え
た
経
営
及
び
組
織
体
制
の
再
構
築
を
進
め
る
要
の
年
度
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
あ
ら
た
め
て
「
協
同
組
合
の
理
念
」
を
職

員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
組
合
員
教
育
の
中
枢
に
据
え
、
職
員

同
士
が
支
え
合
う
チ
ー
ム
制
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
る
こ
と
で
、
働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
を
両
立
し
た
職

場
環
境
に
導
き
、
持
続
可
能
な
人
材
確
保
と
組
織
内
外
に
お
け

る
協
同
活
動
の
実
践
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対
応
を
形
式
的
な
も
の

に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
実
質
化
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ

の
活
用
に
よ
る
業
務
改
革
と
組
織
変
革
を
一
体
的
に
推
進
し
、

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
を
「
回
す
」
段
階
か
ら
、「
成
果
と

し
て
定
着
さ
せ
る
」段
階
へ
と
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

組
合
員
及
び
地
域
社
会
と
力
を
合
わ
せ
、
中
長
期
的
な
視
点

の
も
と
事
業
と
組
織
を
一
体
で
磨
き
上
げ
、「
次
代
に
つ
な
ぐ

日
本
一
の
産
地
づ
く
り
」
と
、
そ
れ
を
支
え
る
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
み
、「
食
と
農
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
創
造
」

を
着
実
に
前
進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
食
料
・
農
業
戦
略

（
中
間
年
度
の
視
点
：
施
策
の
定
着
と
成
果
の
見
え
る
化
）

　

⃝�

農
業
経
営
意
向
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
営
農
類
型
別
支
援

と
多
様
な
農
業
の
担
い
手
育
成
支
援

　

⃝�

土
壌
分
析
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
環
境
配
慮
型
・
デ
ー
タ

活
用
型
営
農
指
導
の
展
開

　

⃝�

品
目
別
チ
ー
ム
制
に
よ
る
指
導
連
携
強
化
と
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク

ト
普
及
拡
大
・
情
報
発
信

　

⃝�

農
業
関
連
施
設
の
更
新
・
整
備
計
画
の
具
体
化
と
販
売
体

制
一
元
化
へ
の
段
階
的
移
行

　

⃝�

適
正
価
格
形
成
に
向
け
た
生
産
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
と
販

売
力
強
化
の
取
り
組
み
推
進

２
．
地
域
く
ら
し
戦
略

（�

中
間
年
度
の
視
点
：
連
携
の
実
効
性
向
上
と
活
動
の
質

基
本
方
針

　

５
月
29
日
、
福
島
市
の
パ
ル
セ
い
い
ざ

か
で
第
11
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
代
１
０
０
０
名
の
う
ち
、
書
面
出

席
を
含
む
９
７
２
名
が
出
席
。
令
和
７
年

度
事
業
報
告
や
令
和
８
年
度
事
業
計
画
な

ど
全
５
議
案
と
付
帯
決
議
が
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
津
間
一
八
組
合
長
は
「
世
界
情
勢
や

異
常
気
象
な
ど
先
行
き
の
見
通
し
が
立
た

な
い
状
況
が
昨
今
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
も
地
域
農
業
を
守
る
こ

と
が
我
々
の
絶
対
的
使
命
だ
。
組
合
員
の

想
い
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を

目
指
し
、
地
域
社
会
を
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

議　　　案
第１号議案　令和７年度事業報告及び剰余金処分案の承認について
　報告事項　�令和７年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに会

計監査人の監査報告及び監事の監査報告について
第２号議案　令和８年度事業計画の設定（自己改革工程表含む）について
第３号議案　令和８年度における理事及び監事の報酬について
第４号議案　規約附属書役員候補者推薦会議運営規程の一部変更について
第５号議案　宅地等供給事業実施規程の一部変更について

　付帯決議
　１．�決議事項中行政庁の認可、承認等を必要とするものについて、総代会

の決議内容を変えない字句等の変更は、理事会に一任する。
　２．�事業計画の変更については、年度途中でその一部について軽微な変更

を要するに至ったときは、理事会においてその変更をなすことができ
ることとする。

　報告事項　「ＪＡバンク基本方針」の変更について

的
転
換
）

　

⃝�

12
市
町
村
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業
の
深
化
と

食
農
教
育
の
展
開

　

⃝�

国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
）
の
理
念
を
継
承

し
た
協
同
組
合
運
動
の
実
践
と
啓
発
活
動

　

⃝�

施
設
利
活
用
に
よ
る
地
域
拠
点
機
能
の
強
化
と
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献

　

⃝�

基
礎
組
織
、
協
力
組
織
等
の
自
主
的
・
主
体
的
運
営
に
よ

る
組
織
活
動
の
活
性
化

３
．
経
営
基
盤
強
化
戦
略

（
中
間
年
度
の
視
点
：
組
織
変
革
と
改
革
の
加
速
）

　

⃝�

チ
ー
ム
制
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

　

⃝�

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
業
務
運
営
の
高
度
化

　

⃝�

施
設
の
再
編
・
利
活
用
に
関
す
る
中
長
期
方
針
の
整
理
と

合
意
形
成

　

⃝�

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
と
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒
制

度
に
対
応
し
た
経
営
管
理
の
高
度
化

　

⃝�

営
農
経
済
部
門
収
支
均
衡
対
策
の
検
討
（
販
売
・
購
買
手

数
料
の
検
討
）

４
．
広
報
戦
略

（�

中
間
年
度
の
視
点
：
共
感
と
参
画
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
）

　

⃝�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
強
化
と
組

合
員
参
加
型
広
報
の
推
進

　

⃝�

他
産
業
や
他
地
域
と
の
連

携
強
化
に
よ
る
消
費
者
へ

の
発
信
強
化

　

⃝�

「
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
」
ブ

ラ
ン
ド
向
上
と
次
世
代
・

地
域
住
民
へ
の
浸
透
促
進

【
言
葉
の
定
義
】

　

職
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

「�

職
員
が
理
念
と
経
営
方
針

に
共
感
し
、
組
織
の
成
果

に
主
体
的
に
関
与
す
る
状

態
」

　

チ
ー
ム
制

「�

業
務
を
個
人
に
依
存
せ
ず
、

複
数
名
で
支
え
合
う
協
同

型
の
業
務
運
営
体
制
」

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
体
制

「�

職
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
、
組
織
全
体
で
支

え
合
う
相
互
扶
助
の
職
場

体
制
」

▲�議長を務める山岸由美子さん㊧と
笠原一夫さん

▲�議案を承認する出席者

▲表彰を受ける佐藤さん

優
績
組
合
員
等
表
彰

　

日
頃
、
事
業
運
営
に
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
組
織
代
表
者
及
び
組
合
員
の
皆
様
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
組
織
基

盤
の
強
化
並
び
に
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
一
体

的
事
業
運
営
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
表

彰
す
る
。

�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
事
業
推
進
功
労
者
表
彰

　
⃝
本
店
運
営
委
員
会

�

前
委
員
長

阿
部
與
一

　　

�

前
副
委
員
長　

宍
戸
忠
男

　　
前
副
委
員
長　

本
間
健
一

　

⃝
本
店
部
会
連
絡
協
議
会

米
穀
部
会　

�

前
会
長　

佐
藤
保
彦

　
⃝�

本
店
農
産
物
直
売
所
代
表
者
連
絡
協
議
会

元
会
長

井
上
林
一

元
会
長

後
藤
義
昭

前
副
会
長

國
分
新
司

◆
販
売
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

鈴
木
茂
博
、
佐
藤
富
夫
、
菱
沼
長
司
、

伊
藤
由
英

株
式
会
社�

松
川
ア
グ
リ
農
産

�

代
表
取
締
役
社
長　

菅
野
孝
志

　
伊
達
地
区

�

梅
宮
夏
子
、
菅
野
慎
一
、
関
根
和
志

ふ
る
さ
と
未
来�

株
式
会
社

�

代
表
取
締
役　

佐
藤　

健

株
式
会
社�

サ
イ
ト
ウ
農
産

�

代
表
取
締
役
社
長　

齋
藤
信
幸

　
安
達
地
区

�

青
野
一
彦
、
熊
田
克
弘
、
斎
藤
慎
也
、

半
沢
宣
孝
、
松
本
次
男

　
そ
う
ま
地
区

坂
下
耕
一
、
戸
村
真
也
、
水
戸
崇
宏

株
式
会
社�

南
部
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム

�

代
表
取
締
役　

前
田
一
郎

株
式
会
社�

南
相
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

�

代
表
取
締
役　

平
田
三
男

◆
購
買
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

�

渡
辺
健
介
、
髙
田　

薫
、
早
川
康
之
、

野
崎
宗
一

株
式
会
社�

菱
沼
農
園

�

代
表
取
締
役　

菱
沼
健
一

　
伊
達
地
区

　
　

菅
野
正
司
、佐
藤　

努
、佐
久
間
克
則
、

井
砂　

聡

農
事
組
合
法
人�

大
関
水
稲
作
組
合

　

�
代
表
理
事
組
合
長

橘
内
正
良

　
安
達
地
区

�

上
野
広
行
、後
藤
清
太
郎
、佐
藤
善
一
、

鈴
木
廣
直
、
渡
辺
大
介

　
そ
う
ま
地
区

佐
藤
高
志
、
大
谷
知
徳

Ｔ
・
ア
グ
リ
プ
ロ
ダ
ク
ト�
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役　

瀧
澤
昇
司

株
式
会
社�

飯
崎
生
産
組
合

�

代
表
取
締
役　

水
谷　

隆

有
限
会
社�

泉
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド

�

代
表
取
締
役　

佐
藤
哲
也

◆
優
良
集
落
営
農
組
織
表
彰

　
福
島
地
区

�

庭
坂
中
央
共
同
防
除
班

�

班
長　

斎
藤　

豊

　
伊
達
地
区

�

株
式
会
社�

蓬
田

�

代
表
取
締
役　

蓬
田
定
則

　
安
達
地
区

�

原
瀬
み
ら
い
営
農
組
合

�

組
合
長　

遊
佐
義
広

　
そ
う
ま
地
区

農
事
組
合
法
人�

ふ
ぁ
ー
む
・
し
ど
け

�

代
表
理
事　

鶴
蒔
初
見

経営理念
未来への 心をつなぐ パートナー
“農をはぐくみ 地域をつなぐ”

私たちは「農業王国ふくしま」の新たな創造に挑戦します。
くらしの豊かさと安心を追求し、笑顔あふれる地域を未来へつなぎます。
私たちは、みなさま一人ひとりの心をつなぐパートナーの役割を、

誠実・確実に果たしてまいります。

一．ふるさと福島を愛し、豊かな自然、水、光を未来へつなぎます。
一．創造と挑戦により、多様な農業・文化を次代につなぎます。
一．豊かなくらしを創るため、協同活動の和をつなぎます。
一．地域の笑顔をいつまでも、人と人、心と心をつなぎます。

【 

第
11
回 

通
常
総
代
会 

】

【
令
和
８
年
度　

事
業
計
画
】
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　福島市で2026年度青果物・花き共販推進会議を開
きました。地域農業振興計画の中間年度として、販売
高394億円の早期達成に向け、事業方針や各品目の生
育状況、販売情勢などを共有しました。三津間一八組
合長は「豊作と高値での販売を目指し、関係機関と連
携して目標達成できるように努めたい」とあいさつし
ました。
　昨年実施した生産費調査の結果をもとに、再生産可
能な販売価格の要請を行いました。また、ひょう害を
受けた桃の懸念にも触れ、市場へは例年通り正常果の
安定流通に努めるとして、販売や消費拡大への協力を
求めました。市場関係者は「生産者
の再生産可能な価格を意識しながら
販売を進める」と応じ、産地情報の
迅速な共有や適期収穫によるロスの
軽減をＪＡに求めました。

　南相馬市の地域農業を支える新たな拠点となる原町営農セン
ターを開所し、業務を始めました。従前の営農センターと２つ
の購買店舗を統合したことで、営農相談や農業資材の対応機能
を備え、地域の生産者を支える施設として活用が期待されてい
ます。
　旧原町購買店舗周辺で行われているバイパス道路の整備に伴
い、店舗の移転が必要となったことから建設が決まりました。
また南相馬市では、担い手の確保や農地の維持などが課題とな
る中、組合員から支援機能の集約と充実が求められてきました。
今回の開所により、資材の供給と営農支援を一体的に進めるこ
とが可能となり、利用者の利便性向上に期待が高まっています。
三津間一八組合長は「震災からの完全復興に向けて施設を最大
限に活用し、地域農業の振興と組合員の期待に応えるため全力
を尽くす」と話しました。

　ＪＡの広告を掲示した福島交通の路線バスが、今
年６月から１年間、福島県内を走行します。地域に
密着した公共交通機関を通じて、通勤通学中の地域
住民などに広くＰＲします。広告には「ＪＡふくし
ま未来」のロゴマークとオリジナルキャラクター「み
らいろ４兄弟」が描かれています。担当者は「路線
バスを通じてＪＡにより親しみを持ってもらうきっ
かけになればうれしい」と期待を寄せています。

　大玉支店は、大玉村立大山小学校の５年生54人
を対象に、金融教育プログラム「ＪＡバンクおかね
の教室」を開催しました。ＪＡ職員が講師を務め、
児童たちはゲーム形式でお金の役割や正しい使い方
について学びました。特に農家経営の目線を取り入
れたクイズでは、計画的なお金の使い方について深
く考える貴重な機会となりました。参加した児童は、
「お金を計画的に使うことの大切さを実感した」と
話しました。

▲あいさつする三津間組合長

▲販売について協議する関係者ら

▲開所に合わせて神事に出席した関係者

▲�ＪＡの広告を掲示した福島交通の路線バス
（右から髙木正勝専務、加藤光一常務）▲授業を受ける児童ら

▲テープカットを行う三津間組合長（左から４人目）ら

販売高394億早期達成へ地域のニーズに応える

福島交通が運行大玉村立大山小学校

青果物・花き共販推進会議原町営農センター  オープン

路線バスでＪＡふくしま未来をＰＲＪＡバンクおかねの教室 

6月8日

6月1日6月2日

　ふるさと小包「献上桃の郷・桑折町のモモ」のカ
タログ販売が始まりました。同商品は、皇室へ献上
される桑折町産桃の知名度向上と販路拡大を目的に
昨年度から販売を開始し、約3,000箱を全国に届け、
消費者から好評を得ました。今年も福島県内や東京
都、宮城県、栃木県、茨城県の郵便局で申し込みを
受け付け、全国へ桑折町産桃の魅力を発信します。
　桑折営農センターの桃が、皇室に献上される「献
上桃」に33年連続で選ばれました。桑折町役場で「献
上桃決定通知交付式」を開き、長年にわたり高い評
価を受けてきた産地の取り組みに、今年も期待が寄
せられました。半澤正志理事は「33年連続という
数字は生産意欲にもつながっていく。また気持ちを
改めて生産していきたい」と話しました。

▲テープカットを行う髙橋宣博桑折町長㊥ら

▲決定通知書を手にする半澤理事㊥

33年連続の名誉

「献上桃の郷・桑折町のモモ」
販売開始セレモニー
献上桃決定通知交付式

6月15日

6月１日・９日

11 10



month

2026

���������������� ���������������� 5-6

　全国的に養蚕業が衰退する中、管内に残る養蚕農
家はわずか10戸になりました。二本松市の安斎孝行
さんは、約50年にわたり養蚕を営み、現在も約30万
匹の蚕を飼育し、500キロ以上の繭を生産しています。
６月下旬の繭の出荷
に向けて蚕の世話に
励む安斎さんは、毎
日畑から桑の葉を取
り、最盛期には１日３
回、合計600キロを給
桑します。安斎さん
は「養蚕は単なる農
業ではなく、伝統産
業で文化ともいえる。
大切に守っていきた
い」と語りました。

　福島市立庭坂小学校の３年生55名を対象に「庭
坂ふるさと学習」を開催しました。県内有数の梨産
地である同地区の農業への理解を深める目的で、毎
年実施しています。今回は梨栽培をテーマにした学
習の２回目として、児童たちは梅津信一さんの園地
を訪問しました。摘果後の梨を観察しながら、梅津
さんから栽培管理や生育状況について詳しく説明を
受け、児童たちは熱心に耳を傾けていました。

　女性部福島地区本部エルダー部会は、福島市の摺
上亭大鳥にて全体交流会を開催し、部員58名が参
加しました。冒頭、氏家チイ子部会長が健康維持の
重要性と活動継続への意欲を語り、西條正美福島地
区本部長からも温かい期待の言葉が寄せられました。
当日は健脚をテーマにした実技や、歯周病予防の講
話を通じて健康について深く学びました。仲間づく
りと健康づくりを通じ、部員同士の絆をより一層深
める一日となりました。

　そうま地区本部は、女性大学「花コース」を開校
しました。本年度は13人の女性部員が受講を申し
込んでいます。「花コース」では、寄せ植えやポー
セラーツなど、花にまつわる様々な講座を開き、日々
の生活に彩りを添える学びの機会を提供します。初
回の講座ではフラワーアレンジメントを行い、参加
者は出来上がりを想像しながら、思い思いの作品を
完成させました。

　花き部会は、仙台と札幌の市場でトップセールス
を実施しました。渡辺国稔部会長や髙木正勝専務
らが訪問し、主力品目である小菊を中心に、管内
産花きの品質の高さや生育状況を直接ＰＲしまし
た。生産者の丁寧な管理により、今年は生育も順調
です。品質の安定と計画的な出荷を徹底し、前年比
126.7％の伸長と、花き全体で10億円規模の販売を
目指します。全地区が結束して産地基盤を強化し、
市場の期待に応えていきます。

　伊達地区モモ生産部会は、本年度の桃出荷計画
を昨年度比111％となる6200トンとする方針を示
しました。情報交換会には関係者約50人が出席し、
ブランド力の向上や有利販売に向けた連携を確認し
ました。大橋克之部会長は「今年度の桃は核障害が
平年に比べて非常に少なく、病害虫の発生も少ない。
生育は良好だ。ひょうの被害を受けた果実も含め、
目標達成に向けて一丸となって取り組みたい」とあ
いさつしました。

▲蚕と安斎さん

▲梨について学ぶ福島市立庭坂小学校の児童▲体操をする女性部エルダー部会会員

▲フラワーアレンジメントを楽しむ参加者

▲市場関係者にＰＲする髙木専務ら▲あいさつする大橋部会長

伝統産業を後世へつなぐ

福島市立庭坂小学校女性部福島地区

生活に彩りを

小菊の販売拡大へ市場関係者にPR伊達地区モモ生産部会

養蚕を守る
安斎孝行さん

梨の生産学習エルダー部会
全体交流会

女性大学
「花コース」開校

花き部会
トップセールス

市場情報交換会

　伊達地区の国見共選場でモモ選果設備竣工稼働式を
開きました。三津間一八組合長や生産者、行政、市場
関係者、ＪＡ役職員ら29人が出席し、新設備の完成
を祝うとともに、安全稼働と産地発展を祈願しました。
　従来の４レーンから３レーンへと規模は縮小したも
のの、機能性の向上により選果精度の向上や作業の省
力化、労働負担の軽減が期待され、年間1900㌧の処
理を計画しています。三津間組合長は「新設備を有効
に活用し、産地の維持・発展と市場ニーズに合った出
荷による有利販売につなげていき
たい」とあいさつしました。

▲テープカットを行う関係者ら

▲新たな共選設備

選果能力向上で産地強化へ

国見共選場モモ選果設備が
竣工式 6月18日

5月28日
6月17日

6月５日6月18日

6月１日
6月11日・12日
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　1　栽培歴（露地普通）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇播種　▲定植　■収穫
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

早生種 　　 〇ー〇　　 ▲ー▲ ■ーーー■
中生種 　　 　  〇ー〇　　 ▲ー▲ ■ ーー■
越冬栽培 　　　 〇ー〇　　▲ー▲ ■ーーーーーーー■
〇施肥量10ａあたり（成分量）　　基肥　 Ｎ15kg  Ｐ18kg  Ｋ15kg　　追肥　Ｎ10kg　Ｋ5kg
〇栽植密度10ａあたり　4,000～4,500株　　条間60～70cm　株間30～40cm
〇追肥　　　定植後14日後に1回目、定植後40日後に2回目を実施しましょう。（中耕を兼ねて行う）
〇土壌ＰＨ　ＰＨ6.0～6.5の弱酸性を好みます。根こぶ病多発の場合は6.5以上が望ましいです。
〇水分　　　過湿に弱いため、水はけの良いほ場を選びます。連作は黒腐れ病の発生に注意します。
※省力施肥ならＣＤＵ682を使用することで、追肥作業の軽減が可能です。
　（ＣＤＵは、微生物分解で肥料が効き始める緩効性肥料です。根焼けも軽減できる肥料です。）
※ブロッコリーは吸肥力が強いので、肥え切れを起こさないよう栽培するのがポイントです。
※�早生品種は一斉収穫となるため、栽培面積に注意します。越冬作型は、アントシアニンに強い品種を選ぶ
と良いでしょう。

　2　夏播きは、暑さ対策が必須！
〇発芽適温　20～25℃　生育適温　15℃～20℃
〇�播種対策　�高温対策として白色ポットを使用します。育苗時は寒

冷紗で覆います。（防虫ネット被覆も良いでしょう。）
〇�梅雨明け後の育苗は、西日の当たらない場所を選び、寒冷紗の上か
ら散水し、気化熱による高温対策も有効な手段です。
※バイオスティミュラント資材（BS資材）の有効活用！
〇�BS資材とは、植物に備わっている高温耐性を、暑さが来る前に
発現させ、暑さに備えるための資材です。ＨＳＰに作用するとい
う文言が記載されている商品がお勧めです。

　※ＨＳＰとは、ヒートショックプロテインの略です。

　3　病害虫防除　　チョウ目類、花蕾腐敗病を中心に総合的に防除していく
〇定植前の農薬散布（土壌処理剤）については、根こぶ病や黒腐れ病対策を中心に行いましょう。
〇チョウ目類防除は、育苗時に1回、定植後1週間後に1回、その後3週間に1回の目安で薬剤散布をしましょう。
〇�花蕾腐敗病は、花蕾の一部に濃緑色で水浸状の病斑が現れ、やがて淡褐色や黒褐色になって腐敗する病
害です。症状が進行すると、花蕾全体が腐敗し消失します。

〇�花蕾腐敗病の病原菌は複数あり、病原菌によって腐敗しても悪臭がしないものと、かなりの悪臭を放つ
ものがあります。高温時に発生しやすく、特に連作により発生が多発します。

〇�防除は薬剤耐性を持たせないため、ラックコードを確認し作用点（同じ番号）が同じ農薬の連用は避け
るようにましょう。ラックコードの確認は営農センターへお問合せ下さい。

※育苗後期～定植直前に潅注登録がある農薬を選択すると高い防除効果を得ることができます。
※農薬は散布前に、登録情報を必ず確認し、ドリフトに十分注意し散布しましょう。

　4　収穫　　早朝収穫で鮮度保持、斜め切りにし痛みの発生を防ぐ
　花蕾が15cm前後になったら収穫適期です。
　側枝花蕾を収穫する場合は場合は、頂花蕾収穫を送れないように注意します。
　（頂花蕾収穫時点で、既に側花蕾の芽が出ていることが多い） ▲��で�し��作�

▲����の�てた����
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頂花蕾の収穫（上から
10~12cm下方の位置で
切る）側枝は発育の初
期段階にある。

頂花蕾の収穫 側枝花蕾の収穫

頂花蕾の収穫後、側
枝花蕾が急速に発育す
るので花蕾粒があまり
大きく発育しないうち
に収穫する。
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■JAふくしま未来実績（開催日／6月3日・4日）� 単位:円（税込）
性 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 64 781,464 883,300 627,000 319 2,450 289 785,336 -3,872
去 80 914,801 1,049,400 610,500 339 2,699 285 924,673 -9,872
計 144 855,540 1,049,400 610,500 330 2,593 286 862,243 -6,703

■福島県家畜市場（開催日／6月3日・4日）� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 311 310 752,595 941,600 134,200 305 2,471 287 778,062 -25,467
去 365 365 890,075 1,056,000 445,500 332 2,682 285 912,142 -22,067
計 676 675 826,936 1,056,000 134,200 319 2,590 286 852,369 -25,433

■乳牛せり市場（開催日／6月18日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登 録 牛 0 0 0 0 0 0 177,100 -177,100
Ｅ Ｔ 和 雌 2 470,250 562,100 378,400 85 5,565 508,934 -38,684
Ｅ Ｔ 和 雄 3 665,134 699,600 598,400 100 6,674 614,350 50,784
乳　 雄　 牛 2 110,550 220,000 1,100 70 1,591 172,385 -61,835
その他雄（スモール） 1 397,100 397,100 397,100 80 4,964 0 397,100
Ｆ１雌（スモール） 16 345,332 434,500 52,800 70 4,947 316,474 28,858
Ｆ１雄（スモール） 23 404,466 467,500 352,000 80 5,028 386,772 17,694
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短
歌

夫
入
院
三
週
間
の
面
会
は

行
き
は
元
気
に
帰
り
は
し
ょ
ん
ぼ
り

池
田 

ト
キ
ノ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

草
取
り
で
お
で
こ
が
虫
に
刺
れ
た
か

み
る
み
る
腫
れ
る
さ
ぁ
薬

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

万
緑
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
身
に
受
け
て

人
情
の
和
に
笑
顔
こ
ぼ
る
る

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

若
葉
萌
万
緑
の
里
山
郭
公
の
声

澄
み
渡
り
若
夏
の
一
ペ
ー
ジ

深
澤 

隆
利
さ
ん
（
桑
折
町
）

冷
蔵
庫
開
け
て
「
空
っ
ぽ
」
と
言
う
夫

籠
城
な
り
と
知
ら
ぬ
顔

西
戸 

妙
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

孫
上
京
さ
だ
節
唱
う
老
婆
お
り

普
通
で
良
い
ぞ
気
楽
に
学
べ

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

チ
マ
キ
ま
つ
熊
鈴
つ
け
て
笹
を
取
る

喜
ぶ
孫
へ
祖
母
の
プ
レ
ゼ
ン

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

繰
り
返
す
世
界
に
紛
争
絶
え
間
な
し

愚
か
な
る
か
な
人
間
の
性

佐
久
間 

喜
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

リ
ハ
ビ
リ
に
「
九
ち
ゃ
ん
」
の
歌
皆
で
う
た
う

我
は
上
む
き
涙
こ
ら
え
る

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

高
校
の
部
活
仲
間
と
近
場
の
湯

巡
る
思
い
は
喜
寿
を
過
え
て
も

平
田 

一
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

野
馬
追
の
行
列
の
中
陣
笠
の

小
さ
き
乗
り
手
に
和
む
声
援

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

中
国
が
攻
め
て
来
ぬ
様
宮
島
で

瀬
戸
内
海
を
「
川
」
と
案
内
し
て

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

沿
道
に
今
年
も
花
を
満
開
に

地
域
を
彩
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

佐
藤 

久
吉
さ
ん
（
川
俣
町
）

俳
句

竹
の
こ
や
俺
の
天
下
と
天
を
突
く

齋
藤 

宏
二
さ
ん
（
福
島
市
）

ご
く
り
飲
む
音
受
け
止
め
て
夏
茶
碗

小
田 

慶
喜
さ
ん
（
明
石
市
）

紫
陽
花
に
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
孫
の
笑
み

小
田 

和
子
さ
ん
（
明
石
市
）

山
す
べ
て
濃
緑
み
ご
と
出
る
元
気

安
齋 

健
壽
さ
ん
（
福
島
市
）

電
線
に
五
羽
の
子
つ
ば
め
巣
立
ち
待
つ

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

ナ
フ
サ
よ
り
聞
き
な
じ
ん
で
い
る
ナ
フ
タ
リ
ン

佐
藤 

邦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

曇
天
や
咲
き
分
け
美
事
皐
月
か
な

志
賀 

方
次
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

燕
の
子
口
開
け
鳴
き
て
餌
も
と
め

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

竹
皮
を
す
る
り
と
脱
ぎ
て
青
天
へ

加
藤 

よ
し
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

麦
畑
風
に
ゆ
さ
ゆ
さ
出
穂
の
波

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

う
ら
屋
根
に
つ
が
い
の
ツ
バ
メ
家
作
り

幾
世
永 

米
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

川
柳

黄
昏
や
ナ
ス
苗
２
本
鉢
に
う
え

佐
藤 

文
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

民
話
聞
く
遠
い
想
い
出
母
の
声

遠
藤 

ゆ
う
こ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

誇
ら
し
く
ふ
り
か
ざ
ず
鞭
相
馬
野
馬
追

志
賀 

美
恵
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

勝
っ
て
ね
！
子
の
声
援
に
金
の
杯

鴫
原 

美
智
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

ト
マ
ト
苗
わ
き
芽
で
増
し
お
す
そ
分
け

草
野 

育
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

青
田
風
夫
婦
並
ん
で
燕
尾
服

髙
根 

イ
ヱ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

粗
食
で
も
腹
ペコ
な
ら
ば
御
馳
走
だ

佐
野 

敏
雄
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

新
緑
の
笹
取
り
鈴
つ
け
旧
端
午

阿
部 

カ
ツ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

ド
ド
ド
ン
と
上
が
る
御
神
旗
騎
馬
勇
む

豆
仁
丹
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

電
線
で
何
ん
の
相
談
か
カ
ラ
ス
達

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

老
々
介
護
昔
に
も
ど
り
家
で
み
る

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

「
久
し
ぶ
り
」
縁
を
感
じ
る
巡
り
合
い

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

軒
下
で
つ
ば
め
く
る
か
と
ヘ
ビ
が
待
つ

幾
世
橋 

初
男
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

嫁
姑
と
新
鮮
野
菜
直
売
所

鈴
木 

光
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

文
月
の
暑
さ
の
中
に
秋
近
し

渡
邊 

等
さ
ん
（
国
見
町
）

繋
が
り
は
来
た
道
行
く
道
環
境
づ
く
り

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

言
い
そ
う
で
医
者
な
ら
言
わ
ぬ
ま
た
来
て
ね

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

一
家
に
は
女
も
い
な
い
光
り
な
い

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

久
し
ぶ
り
友
の
笑
顔
に
夏
野
菜

南 

エ
ツ
子
さ
ん
（
桑
折
町
）
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�報�、�ー��ー�、�ラシ��、��フ�ラブ���の����
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�������������
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������������������

���は��ー�です

�� ���������

�������
��������������
��������������
��������������
��������������

����
������

�������
������
����� �����

����

������ ������������� ����

29 2829 28



��������������������������������
�������������������������������
�����������������������������

���������
�����������������
������������������������

���������������������������������������
���������������������

����������
�������������
����������

����������
�������������
����������

� �

� �
� �

������
���
�

�

������������

�
�
�
ス
の
�
�
を
�
�
�
の
�
に

�
�
て
�
�
る
�
�
�
�
�
し
�
う
か
�

�
�
�
ス
の
�
�
を
�
�
�
の
�
に

�
�
て
�
�
る
�
�
�
�
�
し
�
う
か
�

�
�
�
ス
の
�
�
を
�
�
�
の
�
に

�
�
て
�
�
る
�
�
�
�
�
し
�
う
か
�

��� � ��

������
1   令和�年���������

�������
�　��������
�　����������
�　������������

�����
�　��1����������

和������
�　������������

�
1� ������������

�����
1� ������������

����������
1� �����������
1� �度������
1� �������

1　����������
�　������������
�　������������

����
�　������������

���
�　���������
�　������������

���
11 ���������
1� �������
1� ������������

���
1� ������������
1� ����������
�� �������
�1 ��������

� � � ��
� � � � �

��������

����������
��������

��

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

� � � �� � � �

��������
�����������������������

�������
�����������������������

���
�����������������
�����������������������

�������

���������������������� � � � � �� � � � �

�����������
�����������
����������
����������
�������
�������
�������

�������
�������

���
��

����
����

���������

���������

� � � �
� � � � � �
� � � � � �
� � � � �
� � � � � � � � � �
� � � � � � �

��������
��������

����������
����������

������������

������
����������������������������������

������
��������������������������������������
�������������

���

���

�

���������
�����������

�����
�����

��������������������
�����

��������������
������

�
���������
�����������

�����
�����

��������������������
�����

��������������
������

���� �� ���������
�����

����������

��������������������������

��������������������������
����������������������������
����������������������� �����
�������

�������

���������������������������
�������������������������
�������������� ���������������
���������������������������
��������������������������
�������� � �����������������
����������������������������
��� �������� � ��������������
�����������������

�������

�������������������������
���������������� ������ ��� ��
���������������������������
������������
��������� ��������� ���� ����
������������������� ������
����� ������ �������� ���� ������
��� �������� �� ����������� ���
�������� ��� ��� ������������ ���
������������������

�������

���� ���� ����
����������������
�������������
�������������
�������������
�����

�������

�������������������������
���������������������������
�������������������������
���������������������

�������

���������������
���������������
����� �� ��������
���������������
�� �������������
�������� �������
���������������
���������������
���������������
����������������

�������

�������������������������
�������������������������
����������

�������

���������������������������������������������������
����������������������������������������� ��� ��������
� ��� ����������������

�������������������������������������������������������

31 3031 30



��������������
�����������������
���������������
�������������������
����������������
����������

���

�����������
���

������������
���������������������������
�集�������
����������������������������������������������� �������� ������ ����������� ���������

����������������������������
�������� ������������

��������������
��������������
��������������
��������������

�������
��������������������
�������

�����������������������
��������

�����������������������
��������������������

�������������

�������������������
�������� ������ ������
������������������
������

����
��

�����

������������
���������������

���

��������������
�����������������

������
����������
����������������
���������������

��

�������������
���������

��������
����������������
���������������
��������

����������

�������������
������������� ��

���

���������
���

���������

�����
������

��

�����������������������


